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商 工 費 

 

 

商工費の支出済額は、662,533,890円で、対前年度比5,925,032円、0.89パーセントの減で、歳出総額

に対する構成比は1.56パーセントです。 
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＜目的＞ 
 市内商工業の振興と活性化を目的に諸施策の実施を図ります。 
 
＜内容＞ 
 商工会議所、商工団体、商店街の活動を支援し、委託や補助による事業を展開し、商工業の振興を図
ります。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 狭山商工会議所に対する助成 

中小企業者の体質強化を図る商工業振興施策を総合的に推進するため、狭山商工会議所に対し、
14,000,000円の補助金を交付しました。これにより集団指導・個別指導・巡回指導・窓口相談・金融
あっせん等の経営指導を促進するとともに、一般事業として商業・工業部会等8部会及び青年部・女性
会の活動を支援しました。 

 
２ 商工祭 

商工業の理解と振興を図るために例年実施している商工祭を、狭山市駅西口市民広場周辺を会場に
して開催しました。 
来場者数 約3,000人 
出 店 者 46（商業部門34、工業部門5、その他7） 

 
３ 店舗・住宅リフォーム者への補助 

市内施工業者を利用し店舗・住宅のリフォームを行った者に対して、（店舗上限30万円・住宅上限10
万円）を補助しました。 
利用件数 70件    補助金額 5,276,000円 

 

 
商工業振興事業 

予 算 現 額 22,387,000円 決 算 額 21,946,320円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

440,680円 

24,513,350円 

△2,567,030円 

△10.47% 

 

 

 

 

21,946,320円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

７

款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
 

(商業観光課)               

比    較 

決算事項別明細書 
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＜目的＞ 
 当市への積極的な企業立地を促進し、産業の振興及び雇用の拡大を図り、地域経済の発展と市民生活
の向上に寄与します。 
 
＜内容＞ 
 市内への立地を希望する企業に対して、立地に関する手続きの支援や既存企業が抱える課題に関する
相談・支援を行います。また、企業立地奨励金等交付要綱に基づき、市内立地した事業所に対する奨励
金交付を通して、企業の新規立地や既存施設の拡張を支援します。 
 
＜実績・成果等＞ 
 

区     分 件 数 金 額 

企 業 立 地 奨 励 金 7件 79,127,300 円 

そ
の
他
の
助
成
金 

雇 用 促 進 助 成 金 2人 400,000 

正 規 従 業 員 雇 用 促 進 助 成 金 ― ― 

障 害 者 雇 用 促 進 助 成 金 ― ― 

女 性 雇 用 促 進 助 成 金 2人 200,000 

社 会 進 出 応 援 助 成 金 ― ― 

環 境 保 全 施 設 設 置 助 成 金 ― ― 

水 道 利 用 加 入 助 成 金 1件 550,800 

埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 助 成 金 ― ― 

合 計 交 付 額 ― 80,278,100 

 

 
企業立地促進事業 

予 算 現 額 87,493,000円 決 算 額 80,510,191円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

6,982,809円 

84,071,229円 

△3,561,038円 

△4.24% 

 

 

 

 

80,510,191円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

７

款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
 

(産業振興課)               

比    較 

決算事項別明細書 

 

ページ 

 

195 



 - 202 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞ 
 地域経済の活性化を図るため、さやまインキュベーションセンター２１において、新産業の創造や新
製品の開発に取り組む起業家等を支援・育成します。 
 
＜内容＞ 
 狭山市地域新事業創出基盤施設（さやまインキュベーションセンター21）にインキュベーションマネ
ージャーを配置し、入居者の相談に適宜応じるとともに、入居者支援会議を定期的に開催し、課題解決
に向けた調整・支援を行います。また、退去後のフォローアップも行い、新事業・新商品の創出の促進
を図ります。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 入居率  部屋数     8部屋×12カ月＝延べ 96部屋 

年間利用部屋数 延べ 36部屋 
利用率     37.5％ 

 
２ 事業実績 
⑴ 入居者相談・指導回数   11回 
⑵ 開発助成金等受給件数    1件 
⑶ セミナー参加回数      4回 
⑷ 研究発表会参加回数     3回 
⑸ 入居促進ＰＲ       23回 

 

 
インキュベーションセンター管理事業 

予 算 現 額 6,705,000円 決 算 額 6,580,232円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

124,768円 

6,476,040円 

104,192円 

1.61% 

 

 

 

1,448,636円 

5,131,596円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

７

款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
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比    較 
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＜目的＞ 
 市内中小事業者の経営安定化や成長を図るため、あるいは高水準の品質・環境・衛生が達成されるこ
とを目的に、必要資金の融資あっせんを行います。 
 
＜内容＞ 
 市内金融機関に対して所要の預託を行い、より低利で借りやすい制度融資の普及・あっせんに努めて
います。また併せて、利子助成制度や保証料補助制度を活用し、中小企業者の経営や資金繰りの安定化
を進めています。中小企業向けの制度融資の種類としては、その目的に応じ、商工業開発資金・小口資
金・近代化資金・緊急特別資金・認証等取得資金があります。 
 
＜実績・成果等＞ 
 

区     分 貸付件数 金   額 

近 代 化 資 金 融 資 0 件 0 円 

商 工 業 開 発 資 金 融 資 14 97,850,000 

一 般 小 口 融 資 125 514,860,000 

特 別 小 口 融 資 7 19,200,000 

緊 急 特 別 資 金 融 資 1 3,000,000 

認 証 等 取 得 資 金 融 資    0 0 

合     計 147 634,910,000 

 

 
中小企業制度融資あっせん事業 

予 算 現 額 372,048,000円 決 算 額 333,574,228円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

38,473,772円 

337,360,187円 

△3,785,959円 

△1.12% 

 

 

 

311,303,101円 

22,271,127円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 
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款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
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比    較 
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＜目的＞ 
 狭山市産業労働センターを拠点として、企業間連携や異業種交流を促進し、就労支援・勤労者福祉を
推進するとともに、産業観光情報の提供等を行うことで、地域経済の活性化と市民福祉の向上を図りま
す。 
 
＜内容＞ 
 産業労働センター内の多目的スペース・異業種交流スペース・産業･観光情報サテライト・狭山市ふる
さとハローワーク・若者サポートステーション・（一財）狭山市勤労者福祉サービスセンターを活用し、
企業の経営者や従業員、求職者に対する各種サービスを行うとともに、来館者に対して市内産業や観光
情報を提供していくことで地域産業の振興を図ります。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 施設毎の利用状況 

開所日数 

利 用 人 数 

合 計 産業・観光情報 
サテライト 

異業種交流 
スペース 

多目的スペース 

359日 
2,379人 
(45.96%) 

27,214人 
(50.97%) 

23,046人 
(48.00%) 

 52,639人 
(49.22%) 

※（ ）内は利用率 
 
２ 指定管理業務 
⑴ 総合案内業務 
⑵ 貸室管理業務 
⑶ 若年者就職相談業務 
⑷ 就労支援業務 
⑸ 離職者支援総合相談業務 
⑹ 内職相談業務 
⑺ 経営支援業務 

 
３ 指定管理者実施事業 
⑴ 産業関係  7事業  893人参加 
⑵ 労働関係 13事業 3,661人参加 
⑶ 観光関係 10事業 3,420人参加 

 

 
産業労働センター管理事業 

予 算 現 額 53,222,000円 決 算 額 53,007,559円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

214,441円 

53,708,579円 

△701,020円 

△1.31% 

 

 

 

 

53,007,559円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 
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款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
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比    較 
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＜目的＞ 
 商店街等の施設維持や共同売り出し及びイベントの開催等を支援し、安全で魅力的な商店街を形成す
ることにより、地域に密着した商業活動の活性化を図ります。 
 
＜内容＞ 
 各商店会などが自主的に行っている共同施設の修繕・整備及び共同売出し・イベント、街路灯電気料
に関し、その費用の 1/2以内の額を助成します。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 商店街活性化推進事業費補助金 

⑴ 商店会が自主的に行う販売促進事業に対し、対象経費の 50 パーセント(上限 70 万円)以内を補助

しました。 

5団体 2,000,000円 

 

２ 商店街共同施設管理運営事業補助金 

⑴ 来客用駐車場 

商店街共同施設を適正に維持するため、来客用駐車場の年間地代の 50パーセントを補助しました。 

2団体 1,110,000円 

⑵ 共同施設等修繕 

商店街共同施設を適正に維持するため、街路灯の修繕費の 50パーセントを補助しました。 

3団体  951,000円 

 

３ 商店街街路灯等電気料補助金 
商店街共同施設の適正管理を支援するため、商店会等が管理する街路灯電気料の 50パーセントを補

助しました。 
22団体 1,984,000円 

 

 
商業支援事業 

予 算 現 額 11,211,000円 決 算 額 6,055,928円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

5,155,072円 

10,035,132円 

△3,979,204円 

△39.65% 

 

 

 

 

6,055,928円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

７

款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
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比    較 
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＜目的＞ 
 狭山市中心市街地活性化基本計画（改訂版）に基づき、中心市街地エリアの回遊性の向上と活性化を
図るとともに、市域全体に商業支援策を展開します。 
 
＜内容＞ 
 平成 24年度まで実施した、たまり場ショップ・イベント等の中心市街地活性化推進事業を継続して補
助支援し、これをモデルとして他の商店街での事業化を検討します。 
 
＜実績・成果等＞ 
中心市街地周辺の商業の活性化を推進するため、エリア内の商店街、地域関係者等からなる実行委員

会が行う中心市街地活性化事業に対して、一部補助を行いました。 
 
１ たまり場ショップ運営事業（稼働日数 223日） 
２ 七夕まつり事業 
３ イルミネーション事業 
４ 地場産野菜の即売事業 
 

 
中心市街地活性化事業 

予 算 現 額 1,500,000円 決 算 額 1,500,000円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

 

2,000,000円 

△500,000円 

△25.00% 

 

 

 

 

1,500,000円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

７

款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
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比    較 
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＜目的＞ 
 市内中小企業が抱える様々な経営課題を把握し、必要な支援を実施するとともに、中小企業が有する
先進技術のアピール、企業間連携や産学官連携の促進、関係機関との広域ネットワークによる支援を行
います。 
 
＜内容＞ 
 市内中小企業の研究開発力・市場競争力・特許戦略などの向上を図るため、関係機関と連携し、企業
が抱える様々な経営課題を把握し、指導・助言・情報提供などを行います。また、企業間連携や産学官
連携の促進を図ります。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 市内中小企業事業者が行う新製品の研究開発  相談・指導回数 16件 
 
２ 埼玉県西部地域産業ミニ商談会の実績（会場 所沢市民文化センター ミューズ） 
⑴ 参加企業    58社 
⑵ 商談回数   142回 

 
３ 市内製造業への情報提供 

企業支援に関する情報を市内製造業へ向けて情報提供 
対象 市内製造業約 290社 
頻度 3カ月に 1回（その他 3回） 

 

 
工業支援事業 

予 算 現 額 1,578,000円 決 算 額 974,447円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

603,553円 

1,437,343円 

△462,896円 

△32.20% 

 

 

 

 

974,447円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 
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款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
 

(産業振興課)               

比    較 
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＜目的＞ 
 市内モノづくり企業の優れた製品や技術、働く人々の熱意等の紹介を通じて、「本物づくり」の企業集
積地としての当市の魅力を広く市内外へ向けてＰＲし、市民の地元への愛着と誇りを醸成するとともに、
若い世代に向けて仕事としての「モノづくり」に対する興味や関心を喚起し、地域の活性化を図ります。 
 
＜内容＞ 
 ＰＲ冊子の配布、ＷＥＢサイトの運営、イベントの実施を通して、市内モノづくり企業の製品・技術
をＰＲし、人材確保及び企業活動を支援していきます。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ モノづくり企業ＰＲサイト 「本物づくりのまち 狭山」 
⑴ 閲覧件数  13,124件 
⑵ 登録企業数 202社  

 
２ イベント 
⑴ モノづくり企業フェア 
ア 日  時  平成 29年 10月 22日（日）（商工祭と同時開催） 
        展示のみ平成 29年 10月 21日（土）から 10月 24日（火）まで 
イ 内  容  市内企業による製品・技術展示、体験コーナー  
ウ 協力企業  39社 
エ 会  場  狭山市市民交流センター コミュニティホール 
オ 来 場 者  500人 

 
⑵ モノづくり企業フェス in 狭山経済高校 
ア 日  時  平成 29年 10月 28日（土） 
イ 内  容  企業製品・技術展示、体験コーナー 
ウ 協力企業  40社 
エ 会  場  埼玉県立狭山経済高等学校 
オ 来 場 者  1,000人 

 
⑶ モノづくり企業を対象とした就職面接会 
ア 日  時  平成 29年 11月 21日（火） 
イ 会  場  狭山市市民交流センター コミュニティホール 
ウ 参加企業  9社 
エ 参 加 者  47名 

 

 
ふるさとモノづくり応援プロジェクト事業費（総合戦略事業） 

予 算 現 額 1,815,000円 決 算 額 1,559,868円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

255,132円 

9,990,000円 

△8,430,132円 

△84.39% 

 

 

 

390,000円 

1,169,868円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 

県  支  出  金 

地    方    債 

そ    の    他 

一  般  財  源 

 

特定 

財源 

 

 

７

款

 

商

 

工

 

費 

７款 １項 ２目 商工振興費 
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＜目的＞ 
 入間川の親水空間に「やすらぎ」と「にぎわい」を創出し、新たな人の流れを生み出し、交流人口の
増加を目指します。 
 
＜内容＞ 
 官民が一体となって入間川の利活用を進める目的で事業者意向調査を実施するほか、ハード整備を行
います。また、地域の合意形成を図るため、入間川河川敷利用調整協議会を開催します。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 入間川河川敷利用調整協議会を 4回開催しました。 
 
２ 入間川河川敷の整備として、自然の景観美を活かした憩いの空間づくりに向け、眺望や会話を楽し
めるよう多目的デッキやテーブル付きのベンチを設置したほか、安全に配慮した動線の整備として園
路舗装や照明灯の設置工事を行いました。 

 
３ 平成 30 年 3 月 18 日（日）「入間川とことん Soto Asobi」を開催し、新たな観光客誘致の効果検証
を行うべく、西武線沿線の親子向けイベントを企画し、事業エリアでの集客効果の検証及び事業展開
の参考とするためのイベントを実施しました。 
当日は、科学実験教室、おもちゃ広場、キッズバイク教室、エアー遊具を当日のイベントとして実

施しました。 
当日来場者 2,654人 

 

 
入間川とことん活用プロジェクト事業費（総合戦略事業） 

予 算 現 額 70,600,000円 決 算 額 33,341,859円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

34,663,000円 

2,595,141円 

18,921,600円 

14,420,259円 

76.21% 

16,618,000円 

 

14,100,000円 

 

2,623,859円 

決算額の

財源内訳 

国 庫 支 出 金 
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特定 
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費 

７款 １項 ３目 観 光 費 
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＜目的＞ 
 地域の観光資源を有効に活用することで、市民の郷土愛を育むとともに、交流人口の増加を図ります。
また、狭山市入間川七夕まつり等を開催し、歴史と文化の伝承に努めます。 
 
＜内容＞ 
 狭山市観光協会が行う観光振興事業(入間川七夕まつり、桜まつり等)に対して、その事業費の一部を
助成します。 
 
＜実績・成果等＞ 
１ 狭山市観光協会に対する補助 

当市の観光事業を総合的に推進する組織である狭山市観光協会に対し、狭山市入間川七夕まつり等
の事業費を含め21,500,000円の補助金を交付し、積極的に活動支援を行いました。また、狭山市観光
協会と連携し、ホームページ等をとおして観光情報の提供とＰＲを行いました。 

 
観光協会実施事業（一部） 
⑴ 早春の狭山ウォーク 
⑵ 入間川鱒釣り大会 
⑶ 産業観光バスツアー 
⑷ 航空自衛隊入間基地見学ツアー 
⑸ 観光カレンダーの製作・配布 
⑹ 狭山市商工祭で津南町物産観光ＰＲ 
⑺ カタクリ自生地での無料休憩所の設置 
⑻ 狭山商工会議所ＡＲ観光マップの作成協力 
⑼ 狭山市観光大使「おりぴぃ」グッズ製作・販売 

 
２ 狭山市入間川七夕まつり 

歴史と伝統ある狭山市入間川七夕まつりは、地元商店街及び事業所並びに各種団体等の協力のもと、
8月5日（土）、6日（日）の2日間、華やかに開催されました。 

 
飾り出展数 
 竹飾り：64件   やらい飾り：61件   合計：125件 

 

 
観光振興事業 

予 算 現 額 22,070,000円 決 算 額 22,049,446円 

翌 年 度 繰 越 額 

不     用      額 

前 年 度 
決算額 

増減額 

増減率 

 

20,554円 

20,411,660円 

1,637,786円 

8.02% 

 

 

 

 

22,049,446円 
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